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蘇
拭

「
故
周
茂
叔
先
生
漉
渓
」

詩
に
つ
い
て

は
じ
め
に

北
宋
に
お
け
る
周
敦
願
資
料
は
、
き
し
て
多
く
は
な
い
が
、
そ
の
一
つ
が
盛

り
込
ま
れ
た
も
の
と
し
て
、
次
の
引
用
を
御
覧
願
い
た
い
。

蘇
文
忠
公
遁
肱
漆
漢
詩
有
目
先
生
宣
我
輩
、
造
化
乃
其
徒
、
言
之
至
此
、

是
必
嘗
見
太
極
園
者
、
故
推
之
於
造
化
、
以
形
容
之
也
。
黄
太
史
亦
云
、

人
品
甚
高
、
胸
中
漉
落
如
光
風
雰
月
。
非
其
親
見
先
生
接
其
辞
気
、
則
其

所
以
需
言
、
亦
安
能
曲
蓋
其
妙
。

後
半
の
賞
庭
堅
の
語
は
、
周
敦
顕
を
語
る
者
の
必
ず
言
及
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
前
半
の
蘇
載
の
詩
句
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
し

て
、
こ
の
文
の
作
者
度
正
が
、
太
極
図
と
関
連
づ
け
て
説
く
が
如
き
は
さ
し
た

る
説
得
力
を
持
た
ぬ
と
は
言
え
、
こ
の
蘇
拭
の
詩
句
が
、
周
敦
願
資
料
と
し
て
、

い
か
ほ
ど
の
価
値
を
も
つ
も
の
な
の
か
、
検
討
を
要
す
る
と
こ
ろ
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
は
、
当
面
、
必
要
な
基
礎
作
業
と
し
て
、
こ
の
詩
句
を
含
む
蘇
拭
「
故
周

茂
叔
先
生
漆
渓
」
詩
(
以
下

ν
主
題
詩
。
と
略
称
す
)
の
試
訳
を
志
し
、
以
て

周
敦
顕
研
究
の
一
助
と
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

松

)11 

健

←) 

記
述
の
都
合
上
、
ま
ず
、
主
題
詩
に
何
等
か
の
形
で
注
釈
の
加
え
ら
れ
て
い

る
も
の
を
、
参
看
し
得
た
限
り
列
挙
す
る
。

民
d
Anτ 

A 

『
宋
刊
施
顧
註
蘇
詩
』
(
汎
美
図
書
有
限
公
司
景
印
)

B 

『
増
刊
校
正
王
状
一
万
集
註
分
類
東
城
先
生
詩
』
(
四
部
叢
刊
所
収
)

C 

林
甚
右
衛
門
『
東
城
先
生
詩
集
』
(
和
刻
本
漢
詩
集
成
所
収

D 

上
村
吉
右
衛
門
『
(
増
刊
校
正
王
状
元
集
註
分
類
)
東
坂
先
生
詩
』
(
和
刻

本
漢
詩
集
成
所
収
)

E 

朱
翠
庭
『
王
施
合
註
蘇
東
城
詩
全
集
」

部
長
荷
等
『
施
註
蘇
詩
』
(
広
文
書
局
景
印
)

F G 

渇
応
棺
『
蘇
文
忠
詩
合
註
」

H 

王
丈
詰
『
蘇
文
忠
公
詩
編
集
成
』
(
台
湾
学
生
書
局
景
印

近
藤
元
粋
『
蘇
東
城
詩
醇
」

J 

釈
清
調
停
『
蘇
東
城
詩
集
』
(
続
国
訳
漢
文
大
成
所
収
)

K 

近
藤
光
男
『
蘇
東
城
』
(
漢
詩
大
系
所
収
)
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の
如
く
で
あ
る
。

主
題
詩
は
、
以
上
十
一
一
穫
を
通
じ
、
文
字
の
異
同
は
殆
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
次

1 

世
俗
眼
名
寅

2 

至
人
疑
有
無

3 

怒
移
水
中
蟹

愛
及
屋
上
烏

4 

5 

坐
令
此
渓
水

名
輿
先
生
倶

6 

7 

先
生
本
全
徳

因
抽
彰
津
米

廉
退
乃
一
隅

8 

9 

10 

偶
似
西
山
夫

11 

逮
郎
世
所
知

以
矯
渓
之
呼

12 

13 

14 

造
物
乃
其
徒

先
生
宣
我
輩

15 

脚
使
愚
渓
愚

癒
同
柳
州
柳

16 

A
に
於
て
「
太
公
六
輔
、
名
賓
相
嘗
則
園
治
。
所
謂
名
者
百
官
競

也
、
賓
者
士
才
能
也
、
嘗
者
謂
オ
宜
其
官
、
官
得
其
才
也
。
」
と
註
せ
ら
れ
、
「
漢

宣
帝
目
、
俗
儒
不
達
時
宜
、
(
好
是
古
非
今
)
、
使
(
人
)
肱
於
名
賓
。
」
と
も
註

)
の
部
分
を
補
い
つ
つ
、
こ
れ
を
承
け
る
も
の
に
、

G
-
H
・
J

第

1
句。

さ
れ
る
。
(

が
あ
り
、

K
は
、
後
半
の
『
漢
書
』
元
帝
紀
の
分
の
み
を
承
け
る
。

し
か
し
私
は
、
第
2
句
と
の
関
係
か
ら
も
、
更
に
は
主
題
詩
を
通
じ
て
の
趣

意
か
ら
も
、

か
の
『
荘
子
』
造
逢
遊
の
「
名
者
貫
之
賓
也
」
に
留
意
し
た
い
。

第
2
句。

A
に
於
て
「
荘
子
至
人
無
己
」
と
註
し
、

G
-
H
・
J
-
K
が、

こ
れ
を
承
け
る
。

第

3
句。

A
B
と
も
に
『
晋
書
』
解
系
伝
の
な
か
の
、
超
王
倫
と
孫
秀
に
よ

る
、
解
(
蟹
と
同
音
)
系
へ
の
憎
し
み
よ
う
を
述
べ
た
部
分
を
註
記
す
る
。
全

い
ず
れ
も
こ
れ
を
承
け
る
。

く
妥
当
で
あ
り
.
C
よ
り
K
に
至
る
ま
で

B
は
、
越
次
公
の
語
と
し
て
、

街
書
大
侍
日
、
武
王
登
夏
壷
、
以
臨
殿
民
。
周
公
旦
日
、
臣
聞
之
、
愛
其

入
者
愛
其
屋
上
鳥
、
惜
其
入
者
憎
其
除
育
。

を
載
せ
、

C
・
D
-
E
・
H
・
I
・

-
-
Kが
、
こ
れ
を
無
批
判
に
踏
襲
す
る
。

第

4
句。

こ
れ
に
対
し
、

A
は

太
公
六
緒
虎
輯
篇
、
愛
其
入
者
愛
及
屋
上
之
鳥
、
憎
其
入
者
情
其
徐
膏
。

F
は
も
と
よ
り
こ
れ
を
承
け
る
。

G
は
、
王
註
を
載
せ
つ
つ
も
、
沼
崎

と
註
し

応
棺
自
身
の
案
語
と
し
て
、

又
一
本
、
向
書
大
停
、
太
公
日
、
愛
人
者
粂
其
屋
上
之
鳥
、
不
愛
人
者
及

其
膏
絵
里
落
之
壁
。

と
、
注
意
を
怠
ら
な
い
。

-46 

つ
ま
り
、
こ
の
第
4
句
を
、
周
公
旦
の
語
と
す
る

B
系
統
と
、
太
公
の
語
と

す
る
A
系
統
に
分
れ
る
訳
で
あ
る
が
、
資
料
に
徴
す
れ
ば
容
易
に

B
系
統
の
誤

り
で
あ
る
こ
と
が
解
る
の
で
あ
り
、
か
か
る
初
歩
的
錯
誤
が
、
例
え
ば
、

J
の

「
至
人
は
博
く
人
を
愛
し
て
屋
上
の
烏
ま
で
に
及
ぶ
」
と
い
っ
た
訳
を
生
ま
し

め
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

第
3
・
4
句
は
、
例
え
ば
「
敵
」
、

「
味
方
」
と
い
っ
た
「
名
目
」
に
捉
れ

易
い
世
俗
の
通
弊
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

第
5
・
6
旬。

A
系
統
・

B
系
統
と
も
に
註
を
施
さ
ぬ
。

第
7
句。

A
に
「
荘
子
天
地
篇
、
天
下
之
非
春
無
盆
損
震
、
是
謂
全
徳
之
人
。
」

と
註
せ
ら
れ
、

G
-
H
・
J
-
K
が
こ
れ
を
承
け
る
。

B
は
、
「
論
語
、
奉
一
隅
不
以
三
隅
反
、
則
不
後
也
。
」
を
註
と
し

て
掲
げ
、

A
、
D
、
J
、
K
、
に
も
見
ら
れ
る
。
思
う
に
、
此
処
に
論
語
の
こ

第

8
句。



の
用
例
宏
指
摘
す
る
の
は
、
き
し
て
意
味
が
認
め
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
「
萄
子
、

報
注
文
章
、
砥
腐
燦
隅
」

(
A
・
G
-
H〉

を
按
議
す
る
方
が
よ
い
。

の
「
砥
嬢
燦
鱗
」

(
K
)

第
9
勾
・
第
詩
句
。

A
l
k
、
い
ず
れ
も
註
を
施
し
て
い
る
が
、
論
評
の
必

要
を
認
め
な
い
。

第
立
勾
・
第
ロ
旬
。

こ
の
二
句
、
特
に
第
泣
勾
に
つ
い
て
は
、
第

s
・
6
句

と
め
鰐
遼
に
お
い
て
も
、
ま
た

A
i
k一に

の
な
い
こ
と
か
ら
も

多
少
の
紙
数
を
き
か
ね
誌
な
ら
ぬ
。

い宇品、

ぬ
、
と
は
い
っ
た
が
、
そ
れ
は
各
誌

A
I
K
に
一
切
註
記

匂
に
か
、
ゎ

に
つ
い
て
で
あ
っ
て
、
唯

詩
題
に

っ、

G
に
在
つ

か
、
わ
る
議
応
棺
の

荷
熔
目
、
元
公
自
駕
詩
云
、
名
嬢
朝
暮
簸
、
則
廉
諜
之
襲
、
嘗
如
蘇
詩
策

序山知。

松JlI

と
あ
る
。
通
常
、

命
名
の
経
緯
は
、
倒
、
え
ば
『
宋
史
』

み
え

蘇事長 f放線淡叔先生漆渓j絡について

以
疾
求
知
南
康
軍
、
関
家
機
山
蓮
花
峯
下
、
前
有
識
ム
口
於
塗
江
、

所
属
漉
議
以
名
之
。

の
如
く
に
理
解
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

事

} 

に
す
る
。
第

第
誌
匂

-
M句。

A
-
お

-
C
-
D
-
E
・
1
が

天
下
篇
の

輿
建
物
者
瀞
、
術
下
衆
外
死
生
鉱
山
終
始
者
潟
友
」
を
、
そ
の
ま
ま
に
、
ま
た
は

多
少
か
え
て
註
記
す
る
。

こ
こ
に
第
一
匂
か
ら
繰
怒
し
夜
努
す
る
と
き
、

「
至
人
」
、

い
ま
「
議
物
乃
笠
ハ
捷
」
と
く
れ
近
、
此
の
詩
の
詠
ま
れ
た
背
景
に
道

と
並
び
、影
は
臆
る
べ
く
も
な
い
ο

わ
れ
わ
れ
は
、
か
の
有
名
な
「
箕
一

を
刀
，
カ
ノ
¥

(
荘
子
大
宗
蹄
)
を
想
起
し
て
も
よ
い
の
で
あ
る
。る
べ
く

に
纏
る
道
家

的
尺
度
を
も
っ
て
評
価
さ
れ

的
雰
酒
気

i
i
!
と
し
て
、
こ
れ
も
節
を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

べ
て
柳
宗
一
%
が
柳
州
の
刺
史
と
な
っ

-m句。

を
指
摘
し
、
第
泌
匂
に
つ
い
て
は
、

B
-
C
・
D
-
B
-
G
-
H
-
J
-
K
が、

榔
宗
一
万
の

そ

の
一
部
を
、

A
A
-
F
が

の
一
部
を
、

れ
ぞ
れ
註
と
し

て
い
る
。
本
稿
で
は
、
練
宗
一
克
が
舟
浅

る
名

を
与
え
た
故
事
を
、
こ
の
際
者
を
通
し
て
理
解
す
べ
く
努
め
る
の

守
会
カ

で
あ

い
ま
一
つ
、
第
お
句
の

字
は
、
ど
こ
ま
で
か
か
る
の
か
、

47 -

グ〉

鰐

題
が
、
そ
の
解
決
を
せ
ま
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
こ
の
甑
郎
、
対
象
と
な
る
の
は
、

で
あ
る
が
、

第
詩
句

か
け

C
・
D
-
J
B
K
の

て
い
る
の
は
じ
・

hu
で
あ
り
、
「
柳
州
柳
」
ま
で

異
は
諜
然
た
る
も
の
が
あ
る
β

い
ず
れ
に
左
植
す
べ
冬
か
は
、
軽
々

め
る

J
-
K
と
の
簡
の
相八こ

き
で
は
な
く
、

め
。
回
開
制
日
決
の

に
加
え
て
、
蘇
載
が
自
己
作
口
問
中
に
そ

れ
を
使
用
し
た
鍔
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
の
で
あ
る
。

以

下

、

の

議

渓

の

故

事

と

、

に
於
て

そ
の
蘇
軟
に
よ
る
費
用
例
を
、

包
に
於
て
は
、
周
敦
顕
に
滋
鳴
る
道
家
的
雰
囲
気
を
、
そ
う
し
て
鶴
に
於
て
は
、

最
拐
の
漆
漢
命
名
の
問
題
を
、
そ
れ
ぞ
れ
解
鴫
し
て
、

の
一
言
わ
ん
と
す

る
と
こ
ろ
に
近
づ
く
ゆ
〕
と
と
す
る
。
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(ゴ

柳
宗
元
に
お
け
る
愚
渓
と
は
何
か
。
先
に
「
愚
渓
詩
序
」
を
と
り
あ
げ
る
。

濯
水
之
陽
有
渓
鷲
、
東
流
入
子
漏
水
。
或
目
、
舟
氏
嘗
居
也
、
故
姓
是
渓

白
骨
渓
。
或
目
、
可
以
染
也
、
名
之
以
其
能
、
故
謂
之
染
渓
。

清
水
は
、
永
州
(
い
ま
湖
南
省
零
陵
)
に
於
て
湘
江
に
合
流
す
る
。

余
以
愚
鰯
罪
、
調
繍
水
上
。
愛
是
漢
、
入
二
三
里
、
得
其
尤
絶
者
家
君
。

い
わ
ゆ
る
永
貞
の
変
(
八

O
五
)
永
州
の
司
馬
と
し
て
流
さ
れ
て
以
来
五
年
、

元
和
五
年
(
八
一

O
)
の
こ
と
で
あ
る
。

古
有
愚
公
谷
。
今
予
家
是
渓
、

而
名
莫
能
定
。

土
之
居
者
猶
断
断
然
、
不

可
以
不
更
也
。
故
更
之
篤
愚
渓
。

舟
か
染
か
定
め
得
ぬ
ま
ま
、
自
ら
の
愚
と
愚
公
の
墾
に
倣
い
、
か
つ
は
、
こ
の

土
地
の
人
の
争
い
を
事
と
し
て
い
る
さ
ま
に
こ
と
ょ
せ
、
愚
渓
と
名
づ
け
た
、

と
い
う
。
文
は
次
い
で
、
愚
丘
・
愚
泉
・
愚
溝
・
愚
池
・
愚
堂
・
愚
亭
・
愚
島

と
、
八
愚
の
由
来
に
及
び
つ
つ
、
「
嘉
木
異
石
錯
置
し
、
皆
山
水
の
奇
な
る
者
な

る
に
、
余
の
故
を
以
て
威
な
愚
を
以
て
辱
せ
ら
る
。
」
と
、
お
も
て
む
き
卑
下
の

言
葉
で
一
休
止
し
、
万
愚
。
の
検
証
が
展
開
さ
れ
る
。
「
愚
」
の
内
容
は
何
か
。

夫
水
智
者
集
也
。
今
是
渓
濁
見
辱
於
愚
何
哉
。
蓋
其
流
甚
下
、
不
可
以
濯

瓶
、
又
峻
急
多
祇
石
、
大
舟
不
可
入
也
。
幽
遼
浅
狭
、
蚊
龍
不
清
、
不
能

輿
雲
雨
。
無
以
利
世
、
而
遁
類
於
余
。
然
則
雄
辱
而
愚
之
、
可
也
。

水
に
求
め
ら
れ
る
実
用
性
|
|
濯
概
・
水
運
ー
ー
も
な
け
れ
ば

さ
り
と
て

幽
谷
の
奥
深
さ
に
も
欠
け
、
要
す
る
に
役
立
た
ず
と
い
う
こ
と
。
こ
の
愚
か
さ

ぶ
り
は
ま
さ
に
自
分
に
比
擬
す
べ
く
、
例
え
ば
邦
に
道
無
く
し
て
愚
を
よ
そ

お
っ
た
筒
武
子
や
、

終
日
違
わ
ざ
る
こ
と
愚
の
如
き
で
あ
っ
た
と
い
う
顔
子
の

愚
と
は
異
る

と
い
う
。

今
余
遭
有
這
而
蓮
於
理
惇
於
事
、
故
凡
篤
愚
者
、
莫
我
若
也
。
夫
然
則
天

下
莫
能
争
是
渓
、
余
得
専
而
名
罵
。

い
つ
中
央
に
帰
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
現
在
の
境
涯
こ
そ
、
無
道
の
世
ゆ
え
の
こ
よ

な
き
証
左
で
あ
る
の
に
、
「
今
余
有
道
に
遭
ふ
も
:
:
:
」
と
は
、
逆
説
の
最
た
る

き
れ
ば
一
転
し
て
自
負
が
開
陳
さ
れ
る
。

も
の
で
あ
り
、

渓
睦
莫
利
於
世
、
而
善
聾
寓
類
。
清
埜
秀
徹
、
錦
鳴
金
石
、
能
使
愚
者
喜

笑
春
慕
、
楽
而
不
能
去
也
。

愚
渓
の
も
つ
こ
の
側
面
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
柳
宗
元
自
身
の
も
の
な
の
だ
。

余
錐
不
合
於
俗
、
亦
頗
以
文
墨
自
慰
。
激
機
蔦
物
、
牢
龍
百
態
、
而
克
所

。凸
A
川
吉

避
之
。
以
愚
辞
歌
愚
渓
、
則
疋
然
而
不
蓮
、
昏
然
而
同
踊
。
超
鴻
蒙
混
希

夷
、
寂
琴
而
莫
我
知
也
。
於
是
作
八
愚
詩
、
紀
子
渓
石
上
。

前
述
の
有
道
は
俗
な
の
で
あ
っ
て
、
愚
の
一
字
に
超
俗
の
思
い
が
龍
め
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

い
ま
一
つ
の
「
愚
渓
針
」
は
、
右
の
「
愚
渓
詩
序
」
の
倍
ほ
ど
の
長
さ
を
も

つ
か
ら
、
要
点
を
摘
出
す
る
に
止
め
ざ
る
を
得
ぬ
。

柳
子
名
愚
渓
而
居
、
五
日
、
渓
之
紳
夜
見
夢
目
、
子
何
辱
子
、
使
予
篤
愚

耶
。
有
其
賓
者
名
聞
従
之
。
今
予
固
若
是
耶
。

渓
神
の
詰
聞
は
具
体
的
で
、
悪
渓
・
弱
水
・
濁
淫
・
黒
水
と
い
っ
た
、
そ
の
名

に
ふ
さ
わ
し
い
実
質
を
も
っ
た
流
水
の
例
を
持
出
し
た
後
、

今
予
甚
清
興
美
、
篤
子
所
喜
。

而
又
功
可
以
及
園
畦
、
力
可
以
載
方
舟



朝
夕
者
漕
薦
。
子
幸
揮
而
居
予
、

市
辱
以
充
寅
之
名
以
篤
愚
、
卒
不
見
徳

而
捧
其
謹
。
宣
終
不
可
革
耶
。

と
、
追
求
は
急
で
あ
る
が
、
柳
子
は
対
え
る
。

松川

汝
誠
元
其
賓
、
然
以
吾
之
愚
而
濁
好
汝
。
汝
悪
得
避
是
名
非
。
且
汝
不
見

食
泉
乎
。
有
飲
而
南
者
、
見
交
祉
賓
貨
之
多
、
光
溢
於
目
、
思
以
雨
手
左

右
捜
而
懐
之
。
宣
泉
之
賓
耶
。
過
而
往
食
需
、
猶
以
矯
名
。
今
汝
濁
招
愚

者
居
罵
、
久
留
而
不
去
。
錐
欲
革
其
名
、
不
可
得
失
。

貧
泉
の
ご
と
く
、
自
ら
の
落
度
で
も
な
い
の
に
、
人
か
ら
食
ら
れ
る
対
象
と
な
っ

て
、
こ
ん
な
名
が
付
け
ら
れ
る
例
だ
つ
で
あ
る
の
だ
、
愚
か
な
わ
し
に
好
か
れ

た
の
だ
か
ら
我
慢
せ
よ
、
と
い
う
わ
け
。
柳
子
の
対
え
は
更
に
続
く
。

夫
明
王
之
時
、
智
者
用
、
愚
者
伏
、
用
者
宜
週
、
伏
者
宜
達
。
今
汝
之
託

也
、
遠
王
都
三
千
徐
里
、
灰
僻
廻
隠
、
蒸
穆
之
奥
曹
、
螺
輝
之
奥
居
。
唯

鰯
罪
損
辱
愚
阻
軸
伏
者
、
日
侵
侵
以
遊
汝
、
関
関
以
{
寸
汝
、
汝
欲
篤
智
子
。

胡
不
呼
今
之
聴
明
校
属
握
天
子
有
司
之
柄
以
生
育
天
下
者
、
使
一
程
於
汝
。

而
唯
我
濁
慮
、
汝
既
不
能
得
彼
而
見
獲
於
我
。
是
則
汝
之
賓
也
。
嘗
汝
篤

蘇章式「故周茂叔先生j廉渓」詩について

愚
而
猶
以
篤
語
、
寧
有
設
耶
。

王
都
を
遠
ざ
か
る
こ
と
三
千
余
里
の
愚
渓
と
柳
子
は
、
時
に
重
り
合
い
、
時
に

離
れ
、
問
答
と
は
言
っ
て
も
、
実
質
、
自
問
自
答
な
の
で
あ
っ
て
、
柳
宗
元
の

心
情
の
表
白
な
の
で
あ
る
。

問
答
は
さ
ら
に
続
く
が
、
当
面
の
主
題
「
愚
渓
を
し
て
愚
な
ら
し
め
た
」
故

事
の
解
説
に
は
充
分
に
過
ぎ
よ
う
。

要
す
る
に
柳
宗
元
は
、
自
己
の
分
身
と
し
て
愚
渓
を
措
定
し
、
そ
の
間
に
共

通
の
属
性
を
指
摘
し
つ
つ
、
か
つ
は
自
己
の
抱
懐
を
述
べ
、
か
つ
は
自
ら
慰
め

た
の
で
あ
っ
た
。

次
い
で
、
以
上
の
故
事
の
、
蘇
拭
に
お
け
る
使
用
例
を
検
討
し
よ
う
。

G
の

註
に
、
「
愚
渓
見
前
次
韻
張
都
官
及
社
、
祈
誹
武
昌
詩
注
」
と
あ
る
。
主
題
詩
の
前

に
既
に
二
例
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
私
は
、
こ
れ
に
主
題
詩
以
降
の
一
例
を
加

え
、
三
例
を
順
次
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

楚
人
少
井
飲

次
韻
答
荊
門
楚張
人都
井官
飲維
を見
少か和
く悪
泉
詩

地
気
常
不
洩

蓄
之
需
悪
泉

盆
若
有
所
折

泉
源
本
無
情

宣
間
濁
奥
激

食
愚
彼
二
水

終
古
恥
莫
雲

只
謄
所
慮
然

建
使
語
異
別

泉
房
地
平
街

泉
上
山
崎
幌

君
子
慎
所
居

此
義
安
可
閥

古
人
貴
言
贈

敢
用
況
高
節

不
篤
冬
霜
乾

地
気
常
に
洩
れ
ざ
れ
ば
な
り

泉盆之
j原とを
本:し蓄
情てふ
無折Eる
しつを
所恵
有泉
ると
が為
若す
し
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宣
濁
と
激
と
を
聞
は
ん
や

食
愚
彼
の
二
水

終
古
恥
雪
く
な
し

只
応
に
処
る
所
然
る
べ
し

遂
に
異
別
を
語
ら
し
む

泉
秀

山地
はは
嶋5平
蝶付汚

泉
上
君
子
居
る
所
を
慎
む

此
の
義
安
ん
ぞ
闘
く
可
け
ん
や

敢古
て人
用言
て贈
高を
節貴
にぶ
況E
f¥ 

ん
か

冬
霜
の
為
に
乾
か
ず



人文科学論集

肯
畏
夏
日
烈

冷
冷
但
不
巳

海
蓮
要
嘗
徹

肯
て
夏
日
の
烈
し
き
を
畏
れ
ん
や

冷
冷
と
し
て
但
巳
ま
ざ
れ
ば

海
遠
き
も
要
、
嘗
に
徹
す
べ
し

愚
と
な
ら
ぶ
食
と
は
『
晋
書
」
呉
隠
之
伝
に
見
え
る
と
こ
ろ
、
既
に
「
愚
渓

対
」
に
引
か
れ
て
い
た
。
こ
の
詩
は
、
嘉
祐
五
年
、
二
五
歳
の
と
き
の
も
の
で

あ
る
が
、
次
い
で

G
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
次
の
詩
は
元
豊
三
年
、
四
五
歳
の
と

き
の
も
の
で
あ
る
。

君
言
西
山
頂

杜
祈
様
武
昌
以
酷
醸
花
菩
薩
泉
見
鍋
二
首
(
そ
の
二
)

君
は
言
ふ
西
山
の
頂

自
古
流
白
泉

上
篤
千
牛
乳

下
有
高
石
鉛

不
惚
悪
山
味

但
無
陸
子
賢

願
君
揚
其
名

庶
托
文
字
侍

寒
泉
比
吉
士

清
濁
在
其
源

不
食
我
心
側

於
泉
非
所
患

嵯
我
本
何
用

虚
名
空
白
纏

不
見
子
柳
子

古
自
り
白
泉
流
れ

下上
はは
万千
石f牛
グ〉グ〉

鉛乳
有為
りり
と

恵
山
の
味
に
憐
じ
ざ
ら
ん
も

但
陸
子
の
賢
な
し

願
く
は
君
其
の
名
を
揚
げ

庶
ふ
文
字
に
托
し
て
伝
へ
ん
こ
と
を

寒
泉
は
士
門
小
士
に
比
す

食清
は濁
れは
ず其
しの
て源
我に
心在
tl!IJ~ り
む
も

嵯泉

我於
本:て
何患
のふ
用る
ぞ所

非
ず

虚
名
空
し
く
自
ら
纏
ふ

見
ず
や
子
柳
子
の

絵
愚
汚
絡
山

こ
の
詩
は
、
流
罪
の
地
、
黄
州
に
在
っ
て
作
ら
れ
た
こ
と
だ
け
を
記
し
て
お

絵
愚
諮
山
を
汚
せ
る
を

こ、
7
0

主
題
詩
の
作
ら
れ
た
の
が
、
元
祐
四
年
、
五
四
歳
。
「
愚
渓
の
故
事
」
が
用
い

ら
れ
る
例
の
最
後
と
し
て
、
次
の
詩
が
あ
る
。
紹
聖
元
年
、
五
九
歳
の
作
。

廉
泉

水
性
故
自
清

不
清
或
擦
之

君
看
此
廉
泉

五
色
欄
摩
尼

廉
者
矯
我
廉

何
以
此
名
儒

有
廉
則
有
食

有
慧
則
有
療

誰
償
問
柳
宗
元

執
是
失
隠
之

漁
父
足
宣
潔

許
由
耳
何
詣

紛
然
立
名
字

此
水
了
不
知

致
嗣
啓
司
有
時
蓋

不
知
無
蓋
時

掲
来
廉
泉
上

水
性
故
よ
り
自
ら
清
く

清
か
ら
ざ
る
は
之
を
携
す
或
れ
ば
な
り

君
看
よ
此
の
廉
泉

五
色
、
摩
尼
よ
り
も
欄
た
り

廉
と
は
我
の
廉
た
る
が
為
な
り
と

ハU
巳
d

何
ぞ
此
を
以
て
名
と
為
さ
ん

廉
有
れ
ば
則
ち
食
有
り

慧
有
れ
ば
則
ち
療
有
り

誰
か
柳
宗
元
為
る

執
か
是
呉
隠
之

漁
父
足
山
一
旦
潔
か
ら
ん
や

許
由
耳
何
ぞ
泌
な
る

此紛
の然
水と
了ごし
にて
知名
ら字
ずを
JL 

fコ
も

致
誉
時
有
り
て
か
尽
く
る
も

知
ら
ず
し
て
尽
く
る
時
無
か
ら
ん

場
来
廉
泉
の
上



持
髪
看
費
眉

髪
を
持
し
て
量
眉
を
看
る

好
在
水
中
人

到
慮
相
娯
嬉

好
在
水
中
の
人
よ

到
る
処
に
相
娯
嬉
せ
ん

第
5
旬
、
劉
宋
の
元
主
青
年
問
、
湧
出
し
た
こ
の
泉
に
、
時
の
郡
守
が
自
ら
廉

で
あ
る
と
て
名
づ
け
た
故
事
を
承
け
る
も
の
と
し
て
解
し
た
。

な
お
第

8
句

「
療
」
字
は
、
押
韻
の
関
係
か
ら
。
本
来
は
「
愚
」
。

以
上
の
三
例
よ
り
、
ポ
イ
ン
ト
の
み
を
抽
出
す
れ
ば
|
|
第
一
例
、
「
か
の

貧
泉
と
か
愚
渓
と
か
、
お
か
し
な
名
が
つ
け
ら
れ
て
し
ま
っ
て
は
、
い
つ
ま
で

も
汚
名
の
雪
ぎ
ょ
う
が
な
い
」
。
第
二
例
、
「
柳
宗
元
先
生
が
余
分
に
卑
下
し

て
、
「
愚
」
を
ふ
り
ま
い
た
結
果
が
、
絡
山
に
及
ん
で
こ
れ
を
汚
す
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
(
私
が
こ
れ
以
上
言
葉
を
費
せ
ば
、
同
様
に
汚
す
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
)
事
実
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
だ
」
。
第
三
例
、
「
(
舟
渓
に
自
ら
の

恋
意
で
愚
渓
と
名
づ
け
た
)
柳
宗
元
の
所
為
は
、
こ
だ
わ
り
と
言
う
べ
く
、
(
食

松川

泉
を
こ
と
さ
ら
に
飲
ん
で
清
廉
を
誓
っ
た
)
呉
隠
之
の
行
為
も
わ
ざ
と
ら
し

い
」
、
と
い
っ
た
次
第
と
な
る
訳
で
あ
る
。
主
題
詩
「
柳
州
の
柳
の
、
脚
か
愚
渓

を
し
て
愚
な
ら
し
め
た
」
行
為
は
、
三
例
に
倣
へ
ば
、
蘇
軟
に
よ
っ
て
少
く
と

も
プ
ラ
ス
の
評
価
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
、
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

蘇紙「故周茂叔先生i廉渓」詩について

こ
こ
ま
で
見

来
れ
ば
、
「
磨
」
字
を
最
後
ま
で
か
け
る

C
に
左
祖
す
べ
き
は
言
、
つ
ま
で
も
な
か

ろ
う
が
、
し
か
ら
ば
、
か
何
。
が
、
「
応
に
:
:
:
に
閉
じ
か
る
べ
」
き
、
な
の
か
?

周
敦
顕
が
「
造
物
」
を
そ
の
「
徒
」
と
す
る
こ
と
と
、
柳
宗
元
が
「
渓
紳
」
を

従
わ
し
め
る
こ
と
と
、
同
列
に
置
け
ぬ
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
今
、
主
題
詩

に
通
ず
る
テ

l
マ
|
|
道
家
的
名
実
観
に
こ
そ
着
服
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
だ
ろ
う
。

む
す
び
の
か
試
訳
H

に
ゆ
ず
り
、
次
い
で
は
他
の
資
料
に
よ
っ
て
周

士
ロ
ム
岡
+
」
晶
、

土
小
一
=
百
f
i
u

敦
頓
に
纏
る
道
家
的
雰
囲
気
を
、
そ
の
一
端
な
り
と
垣
間
見
る
こ
と
と
し
た
い
。

日

主
題
詩
は
、
周
敦
顧
の
死
(
一

O
七
三
)
後

一
六
年
を
経
て
書
か
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
先
ん
じ
て
作
ら
れ
、
当
然
に
も
後
人
に
よ
っ
て
一
致
し

て
周
敦
願
資
料
の
第
一
と
し
て
推
さ
れ
来
っ
た
も
の
が
あ
る
。
も
と
よ
り
、
友

人
南
豊
の
溢
輿
嗣
撰
せ
る
「
漆
渓
先
生
墓
誌
銘
」
で
あ
る
。

今
こ
れ
に
、
ほ
ぽ
一
世
紀
を
経
て
、
朱
烹
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
「
漆
渓
先
生

行
実
」
を
対
置
し
て
み
る
と
、
潜
氏
の
文
を
襲
う
こ
と
の
多
い
な
か
で
、
際
立
つ

て
書
き
足
さ
れ
た
部
分
と
し
て
、
次
の
一
条
を
挙
げ
う
る
。

先
生
在
南
安
時
、
年
甚
少
、
不
潟
守
所
知
。
洛
人
程
公
荊
橘
逼
守
事
、
硯

其
気
貌
非
常
人
、
奥
語
知
其
篤
肇
知
道
也
、
因
輿
篤
友
、
且
使
其
子
頴
願

受
間
四
千
鴬
。
及
需
郎
、
故
事
品
目
閏
奉
代
毎
一
遷
授
親
以
薦
之
。
程
公
二
子
皆

侶
鳴
道
事
、
以
権
孔
孟
不
停
之
統
、
世
所
謂
二
程
先
生
者
、
其
原
蓋
自
先
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生
設
之
也
。

右
は
も
と
よ
り
潜
氏
の
墓
誌
銘
に
は
な
い
も
の
で
、
朱
烹
に
よ
る
周
敦
願
の
顕

彰
と
、
道
統
論
の
表
明
に
外
な
ら
ず
、
こ
の
一
世
紀
の
聞
に
お
け
る
周
敦
顕
へ

の
評
価
の
変
化
を
見
る
に
足
る
の
で
あ
る
が
、
一
方
、
「
尤
も
普
く
名
理
を
護
し

易
学
に
深
く
、
太
極
図
・
易
説
・
易
通
数
十
篇
、
詩
十
巻
を
作
る
」
(
潜
氏
の
墓

誌
銘
)
と
さ
れ
る
周
敦
顧
の
学
聞
が
、
純
粋
に
儒
家
の
枠
じ
の
み
納
ま
っ
て
い

る
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
も
と
よ
り
既
に
当
時
の
人
士
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

当
時
、
朱
震
(
一

O
七
二

i
一
一
三
八
て
胡
宏
(
一

一
O
六
1

一
六
二
?
)
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に
、
道
家
伝
来
説
あ
り
、
晃
説
之
(
一

O
五
九

1
一
一
一
一
九
)
に
仰
家
伝
授
説

の
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
従
来
よ
り
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
一
例
を
挙
げ
る
に
止
め
よ
う
。
『
朱
子
語
類
』
巻
九
三
に
、

今
人
多
疑
漉
漠
出
於
希
夷
、
又
云
矯
縄
附
晶
子
其
諸
子
皆
事
係
。
可
肇
云
、
澱

渓
書
具
存
、
如
太
極
園
、
希
夷
如
何
有
此
設
。
或
是
本
間
学
老
例
市
自
饗
了
、

亦
未
可
知
。
日
、
嘗
議
張
忠
定
公
語
録
、
公
開
李
欧
云
、
汝
還
知
公
事
有

陰
陽
否
一
芸
、
此
設
全
奥
様
漠
向
。
忠
定
見
希
夷
、
蓋
亦
有
些
来
歴
、
但
嘗

時
諸
公
知
漉
謀
者
、
未
嘗
言
其
有
道
。
可
事
日
、
此
無
足
怪
、
程
太
中
濁

目
、
妖
…
。

知
之
。

文
中
、
希
夷
は
、
宋
初
の
道
士
陳
樽

(
?
1
九
八
九
)

の
号
。
張
忠
定
公
と
は

張
詠
(
九
四
六

i
一
O
一
五
)
の
こ
と
。
弟
子
の
李
欧
に
問
え
る
語
中
の
「
一
言

」
を
補
う
に
は
、
『
宋
元
学
案
補
遺
』
巻
九
に
張
中
川
定
語
と
し
て
載
せ
ら
れ

て
い
る
、謂
李
敗
目
、
子
知
公
事
有
陰
陽
否
。
針
日
、
未
也
。
目
、
凡
百
公
事
未
著

字
前
、
則
属
陽
。
陽
主
生
也
。
逼
饗
由
之
。
著
字
後
、
層
陰
。
陰
主
刑
也
。

刑
貴
正
名
、
名
不
可
改
。

を
、
充
て
る
と
解
り
よ
く
、
ま
た
、
「
此
設
全
奥
漉
渓
同
」
と
は
、
『
通
書
』
順

化
第

天
以
陽
生
高
物
、
以
陰
成
寓
物
。
生
仁
也
、
成
義
也
。
故
聖
人
在
上
、
以

仁
育
蔦
物
、
以
義
正
寓
民
。

ま
た
、
同
じ
く
刑
第
三
六
、

天
以
春
生
寓
物
、
止
之
以
秋
。
物
之
生
也
、
既
成
矢
不
止
、
則
過
薦
。
故

得
秋
以
成
。
聖
人
之
法
天
、
以
政
養
蔦
民
、
粛
之
以
刑
。

な
ど
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
忠
定
見
希
夷
、
蓋
亦
有
些
来
歴
」
に
つ
い

て
は
、
前
出
『
宋
元
学
案
案
補
遺
』
巻
九
に
、

公
(
張
忠
定
)
嘗
訪
陳
樽
、

一
見
公
厚
遇
之
、
顧
謂
弟
子
日
、
此
人
予
名

利
、
治
然
無
情
。
達
必
公
卿
、
不
達
則
篤
帝
王
師
。

と
見
え
る
の
が
参
考
と
な
る
。
な
お
程
太
中
と
は
、
二
程
の
父
で
、
前
出
の
程

荊
の
こ
と
。

以
上
、
朱
烹
と
て
、
張
詠
を
介
し
て
陳
捧
と
周
敦
聞
の
関
係
を
是
認
し
た
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
引
用
し
た
『
朱
子
語
類
』
巻
九
三
の
文
は
、
既

に
楠
本
博
士
に
よ
っ
て
、
そ
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
か
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、

本
節
で
は
『
学
案
補
遺
』
等
で
補
い
つ
つ
、
い
さ
さ
か
解
明
を
試
み
、
以
て
周

敦
願
に
纏
る
道
家
的
零
囲
気
の
一
端
を
浮
き
彫
り
し
て
み
た
。

-52ー

か
く
見
来
る
と
き
、
主
題
詩
の
も
つ
道
家
的
用
語
の
よ
っ
て
来
る
所
以
も
自

ら
理
解
し
得
べ
く
、
蘇
献
に
と
っ
て
は
、
周
敦
顕
が
後
世
宋
代
儒
学
の
鼻
祖
と

し
て
持
ち
上
げ
ら
れ
る
こ
と
な
ど
想
像
も
つ
か
ぬ
こ
と
だ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。四

予
定
の
、
渡
渓
命
名
の
問
題
に
移
る
。
前
節
で
は
、
滋
興
嗣
の
「
墓
誌
銘
」

と
、
朱
烹
の
「
行
実
」
を
対
比
す
る
手
法
に
従
っ
た
が
、
此
の
間
題
で
も
同
じ

手
法
を
用
い
て
み
る
と
、
後
者
が
、
文
の
締
括
り
に
、
黄
庭
堅
の
「
漆
渓
詩
序
」

の
か
な
り
の
部
分
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
も
と
よ
り
前
者
に
は
な

い
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、



周
茂
叔
人
品
甚
高
、
胸
中
漉
落
如
光
風
審
月
、
好
讃
童
日
雅
意
林
整
。
節
不

卑
小
官
、
職
思
其
憂
、
論
法
常
欲
輿
民
、
決
訟
得
情
而
不
喜
。
節
其
篤
使

者
進
退
官
吏
、
得
罪
者
自
以
不
菟
。
(
中
歳
乞
身
、
老
於
溢
城
。
有
水
護
源

於
蓮
花
峯
下
、
潔
清
紺
寒
、

下
合
於
温
江
。
茂
叔
濯
綾
而
楽
之
、
築
屋
於
聞

其
上
、
用
其
平
生
所
安
楽
娘
水
而
成
名
目
漆
渓
。
典
之
、
遊
者
日
)
、
渓
名
未

足
以
針
茂
叔
之
美
。
錐
然
茂
叔
短
於
取
名
、
而
悪
於
求
志
。
薄
於
徽
一
砲
、

而
厚
於
得
民
。
葬
於
奉
身
、
而
燕
及
位
琵
。
阻
於
希
世
、
而
向
友
千
古
。

聞
茂
叔
之
絵
風
、
猫
足
以
律
食
、
則
此
渓
之
水
配
茂
叔
、
以
永
久
所
得
多

帥

失
。
節

と
い
う
部
分
で
あ
る
。
文
中
、

四
箇
所
の
剛
節
を
朱
喜
…
は
行
っ
て
い
る
が
、
第

三
番
目
の
耐
節
部
分
は
、
後
述
の
都
合
か
ら
敢
て
括
弧
内
に
残
し
て
み
た
。
こ

の
「
行
実
」
が
い
つ
朱
芸
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
か
定
か
で
は
な
い
が
、
少
く
と

も
こ
の
時
点
で
は
、
深
渓
命
名
の
由
来
に
つ
い
て
、
黄
庭
堅
の
言
、
っ
と
こ
ろ
に

松川

従
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
淳
照
六
年
(
一
一
七
九
)
正
月
、
五

O
歳
、
朱
烹
は
「
書
徽
州
委

削

源
県
周
子
通
書
板
本
後
」
に
お
い
て
、

烹
奮
記
先
生
行
賓
、
釆
用
苦
一
太
史
序
中
語
、
若
以
漆
之
矯
字
、
篤
出
於
先

生
所
自
製
以
名
鹿
阜
之
渓
者
。
其
後
累
年
乃
得
何
君
所
記
、
然
後
知
鴻
渓

蘇拭「故周茂叔先生i廉渓」詩について

云
者
賓
先
生
故
里
之
本
競
、

而
非
一
時
娘
ム
口
之
強
名
也
。

と、

4
寅
序
之
失
H

を
訂
正
す
る
に
至
っ
た
。

間

同
年
五
月
に
幸
一
聞
か
れ
た
「
再
定
太
極
通
書
後
序
」
で
は
、

又
得
何
君
営
這
詩
序
及
諸
嘗
遊
春
陵
者
之
言
、

凶

市
知
事
紋
所
絞
漆
渓
命
名

之
設
有
失
其
本
意
者
。

と
も
述
べ
て
い
る
。

叫

さ
ら
に
同
年
六
月
に
書
か
れ
た
「
漆
渓
先
生
事
実
記
」
で
は
、
冒
頭
に
「
世

家
這
州
営
這
鯨
凍
渓
之
上
」
の
一
一
文
字
を
加
え
、
文
末
に
近
く
し
て
、
「
庫
山

之
麓
有
渓
号
、
務
源
於
蓮
華
峯
下
、
潔
清
紺
寒
、
下
合
於
溢
江
。
先
生
濯
理
而

栄
之
、
因
寓
以
漆
渓
之
被
、
而
築
書
堂
於
其
上
。
」
と
、
首
(
庭
堅
の
丈
を
ア
レ
ン

ジ
し
て
加
、
ぇ
、
逆
に
、
文
末
の
「
黄
庭
堅
詩
序
」
か
ら
の
引
用
部
分
は
、
「
茂
叔

人
品
甚
高
、
宵
中
漉
落
光
風
審
月
」
の
一
四
文
字
を
残
す
の
み
と
し
た
。
後
世
、

こ
の
一
四
文
字
の
み
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
前
出
註
幻
文
中
の
「
何
君
所
記
」
は
、
註
辺
文
中
の
「
何
君
管
道
詩
序
」

聞

と
同
一
と
思
わ
れ
、
現
在
『
周
液
渓
集
』
巻
九
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

営
道
何
棄
仲
農
丈
自
作
営
這
膏
詩
序
、
目
、
営
道
牒
出
郭
三
十
里
、
而
近

有
村
落
、
日
澱
渓
。
周
氏
家
罵
、
族
衆
市
業
儒
。
至
先
生
遠
{
臣
、
弛
肩
庫

阜
、
力
不
能
返
故
居
、
乃
結
屋
臨
流
、
寓
液
渓
之
名
、
志
郷
闘
在
日
中
也
。

蘇
黄
二
公
奥
之
同
時
、
市
所
篤
賦
詩
皆
失
本
意
、
文
字
侍
誤
、
昨
可
歎
己
。

q
u
 

F
h
d
 

鴻
渓
之
後
至
今
蕃
街
云
。

以
上
、
朱
烹
の
、
こ
の
問
題
へ
の
対
応
の
足
跡
を
辿
っ
て
み
て
、
相
応
の
説

得
力
を
感
じ
は
す
る
が
、
一
方
、

P
幻
に
見
た
何
悼
の
ご
と
き
主
張
も
後
世
現

実
に
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
あ
る
程
度
の
考
察
が
加
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
る

:、。
Z
L
 

A
に
は
本
稿

P
U
に
既
載
の
道
学
伝
の
記
述
と
一
宇
一
句
違
わ
ぬ
丈
が
含
ま

G
-
H
が、

A
の

れ
て
い
る
。

B
l
F
及
び

I
は
、
こ
の
間
題
に
は
触
れ
ぬ
。

文
「
以
疾
求
:
:
:
取
営
這
所
居
糠
渓
以
名
之
」
を
、
施
注
と
し
て
-
記
載
し
た
以

上
、
主
題
詩
と
の
聞
の
矛
盾
に
目
を
つ
ぶ
る
こ
と
も
出
来
ず
、
何
悼
の
意
見
を
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附
載
し
た
の
は
理
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
が
た
と
え
反
対
の
主
張
で
あ
っ

た
に
せ
よ
l
。
J
が
「
題
義
」
に
「
家
を
庄
山
の
蓮
花
峯
下
に
結
び
居
る
、
峯
下

に
渓
水
あ
り
之
を
漆
渓
と
名
づ
く
、
」
と
、
さ
ら
り
と
扱
っ
た
の
は
、
よ
く
言
え
ば

賢
明
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
、

K
が
、
『
宋
史
』
道
学
伝
に
拠
っ
て
解
説
を

加
え
る
・
の
み
に
止
っ
て
い
る
の
は
、
紙
幅
の
関
係
も
あ
ろ
う
が
、
も
の
足
り
な

し、。
ひ
る
が
え
っ
て
、
何
悼
は
「
蘇
詩
」
と
「
黄
序
」
を
並
列
す
る
が
、
こ
と
わ

け
で
言
え
ば
、
相
異
は
あ
る
。
「
賞
序
」
が
、
周
敦
願
自
身
の
命
名
と
す
る
に
対

し
、
「
蘇
詩
」
(
主
題
詩
)
は
、
世
人
の
命
名
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
何
棄

仲
は
両
つ
な
が
ら
否
定
し
た
。
朱
宣
昂
は
ぷ
貫
序
之
失
。
は
指
摘
す
る
も
、
「
蘇
詩
」

に
は
言
及
せ
ぬ
。
主
題
詩
を
、
蘇
拭
一
流
の
レ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
無
視
し
た
為

で
で
も
あ
ろ
う
か
。

間

「
黄
序
」
は
確
か
に
澱
渓
命
名
の
観
点
か
ら
魅
力
あ
る
存
在
で
あ
る
。

し
カミ

し
主
題
詩
の
説
く
と
こ
ろ
も
亦
、
蘇
較
の
言
な
れ
ば
こ
そ
、
私
の
興
を
そ
そ
っ

て
止
ま
ぬ
。む

す
び

付
に
お
い
て
自
ら
に
課
し
た
主
題
詩
解
釈
上
の
問
題
点
の
考
察
は
、
口
・

臼
・
岡
に
お
い
て
不
備
な
が
ら
終
え
得
た
こ
と
と
し
、

つ
、
以
下
試
訳
を
誌
そ
う
。

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
つ

世
俗
の
人
は
(
名
は
実
の
賓
で
あ
る
に
拘
ら
ず
)
名
が
実
に
ふ
さ
わ
し
い

か
ど
う
か
に
盲
目
で
あ
り
、
(
至
人
は
己
無
き
も
の
な
の
に
)
至
人
に
お
け
る

自
己
意
識
の
有
無
を
疑
っ
て
い
る
。

(
か
つ
て
越
王
倫
は
解
系
を
憎
む
あ
ま
り
)
、
水
中
の
蟹
を
見
て
さ
え
怒
っ

た
と
い
う
話
も
聞
く
し
、
(
武
王
や
周
公
旦
に
否
定
さ
れ
た
も
の
の
、
太
公
に

よ
っ
て
)
愛
す
る
と
言
え
ば
、
そ
の
人
の
屋
上
の
烏
に
ま
で
及
ぼ
す
べ
き
(
反

面
、
憎
し
み
は
そ
の
者
の
村
落
の
壁
に
ま
で
及
ぼ
す
べ
き
)
主
張
が
な
さ
れ

た
、
と
も
言
わ
れ
る
。

(
こ
ん
な
訳
で
名
目
に
執
着
す
る
通
弊
か
ら
、
茂
叔
先
生
の
意
志
と
は
関

り
な
し
に
)
こ
の
雇
山
の
下
の
漢
流
に
、
(
茂
叔
先
生
に
ふ
さ
わ
し
い
)
「
漉
」

と
い
う
名
を
つ
け
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
先
生
は
本
来
(
天
下
の
非
誉
の
益
損
す
る
な
き
)
全
徳
の
人
な
の

で
あ
っ
て
、
廉
退
な
る
徳
は
、
そ
の
一
側
面
に
過
ぎ
な
い
。

(
思
え
ば
陶
淵
明
が
)
彰
沢
の
令
を
辞
し
た
が
如
き
い
さ
ぎ
よ
い
や
め
方

必
告
に
d

を
先
生
は
択
ば
れ
た
の
で
、
偶
然
、
そ
の
昔
、
首
陽
山
に
隠
れ
た
伯
夷
・
叔

斉
に
擬
せ
ら
れ
、

か
か
る
経
緯
が
世
間
に
知
ら
れ
て
、
(
廉
退
の
徳
を
表
す
)
「
漆
」
こ
そ
、

こ
の
渓
流
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
こ
と
と
は
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
先
生
は
ど
う
し
て
わ
れ
わ
れ
の
仲
間
で
あ
り
得
ょ
う
か
。
(
か
の

真
人
の
如
く
)
造
物
主
(
天
)
と
徒
た
る
の
が
実
相
で
あ
る
。

(
こ
の
渓
流
に
名
づ
く
る
に
、
「
漉
渓
」
を
以
て
し
、
ひ
い
て
、
先
生
を
「
漆

渓
」
と
お
よ
び
す
る
の
は
)
丁
度
、

か
の
柳
宗
元
が
自
ら
の
恋
意
で
舟
渓
に

愚
渓
と
名
づ
け
た
(
も
の
の
、
名
が
実
と
そ
ぐ
い
は
せ
ぬ
)
事
実
と
、
あ
い

似
て
い
る
こ
と
な
の
だ
。

右
の
如
く
訳
し
来
っ
て
、
こ
の
主
題
詩
、
全
体
と
し
て
周
敦
願
へ
の
傾
到
が



度
を
過
ぎ
て
い
る
よ
う
に
思
、
え
る
。
史
料
と
し
て
の
価
値
如
何
を
問
う
た
め
に

も
、
作
ら
れ
た
背
景
に
触
れ
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

『
周
濠
渓
集
』
巻
九
・

『
周
子
全
書
』
巻
一
九
に
は
こ
の
主
題
詩
、
詩
題
は

「
茂
叔
先
生
漆
漢
詩
呈
次
一
克
仁
弟
」
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

A
に
は
「
子

寄
…
字
次
元
、
東
城
守
杭
、
次
元
信
周
雨
斯
轄
運
、
同
在
銭
塘
矯
賦
此
詩
」
と
見
え
、

F
・
G
-
H
・
I
-
K
が
之
を
承
け
る
。
右
の
事
実
に
徴
す
る
と
き
は
、
こ
の

詩
「
年
下
の
友
人
の
た
め
に
、
そ
の
亡
父
の
偉
大
さ
を
讃
え
た
詩
」
と
い
う
規

定
も
成
り
立
つ
。

。
過
奨
。
を
感
ぜ
し
め
る
所
以
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
詩

題
に
よ
っ
て
分
類
す
れ
ば
「
胎
贈
」

と
で
も
な
ろ
う
か
。

4
百
題
に
よ
る
分
類
。
に
観
点
を
移
せ
ば
、

B
系
統
が
該
当
す
る
訳
で
あ
る

「
模
湾
」
に
入
れ
、

C
・
E
は
「
懐
奮
」
に
入
れ
て
い
る
、
と

が

B
-
D
は

い
う
事
実
が
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
理
由
は
成
り
立
つ
と
思
う
。

松川

「
渓
浬
」
を
素
材
と
し
、
「
懐
奮
」
の
情
感
を
龍
め
て
「
胎
贈
」
さ
れ
た
こ
の

詩
、
以
上
の
限
界
を
意
識
し
て
読
む
と
き
は
、
朱
烹
に
よ
る
H

粉
飾
。
の
洗
い

落
さ
れ
た
周
敦
顕
の
素
像
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
に
好
箇
の
資
料
た
る
を
失
わ
ぬ
で

蘇拭「故周茂叔先生j廉渓」詩について

あ
ろ
う
。

註

(
1
)
度
正
「
年
譜
」
県
寧
六
年
の
条
。
(
近
世
漢
籍
叢
刊
『
周
張
全
書
』
中
文
出
版
社
|
|

以
降
『
周
張
全
書
』
と
称
す
|
|
所
収
)
な
お
、
正
誼
堂
全
書
「
周
漆
渓
集
』
!
|
|

以
降
『
周
漉
渓
集
』
と
称
す
|
|
所
収
の
「
年
譜
」
は
、
当
該
部
分
、
そ
の
表
現
を
多

少
異
に
す
る
。

(
2
)
A
-
E
・
F
の
三
種
は
「
渓
」
を
「
諮
」
に
作
る
の
が
目
立
つ
程
度
。

(
3
)
C
・
D
-
E
-
G
-
H
・
I
-
J
の
七
種
は
、
「
除
膏
」
を
「
儲
育
」
と
す
る
。

(
4
)
討
死
、
武
王
皇
皇
、
若
天
下
之
未
定
。
召
太
公
而
問
目
、
入
殿
奈
何
。
太
公
目
、
臣

聞
之
也
、
愛
人
者
粂
其
屋
上
之
烏
、
不
愛
人
者
及
其
疋
円
鈴
、
何
如
。
武
王
目
、
不
可
。

召
公
趨
市
進
目
、
臣
開
之
也
、
有
罪
者
殺
、
無
罪
者
活
、
威
劉
蕨
敵
、
母
使
有
絵
烈
、

何
如
。
武
壬
日
、
不
可
。
周
公
趨
而
進
目
、
臣
開
之
也
、
各
{
女
其
宅
、
各
国
其
田
、
母

故
母
私
、
惟
仁
之
親
、
何
如
。
武
王
暖
乎
、
若
天
下
之
己
定
、
途
入
段
。
(
以
上
『
尚
書

大
伝
」
牧
誓
、
大
戦
篇
)
同
様
な
話
は
『
韓
詩
外
伝
』
巻
三
、
ま
た
「
説
苑
』
巻
五
に

も
見
え
る
。

(
5
)
H
も
こ
の
案
語
を
載
せ
る
。
な
お
こ
れ
ら
に
先
だ
っ
て
『
御
製
唐
宋
詩
醇
』
巻
三
九

に
、
「
周
子
自
題
漉
総
書
堂
詩
目
、
五
ロ
祭
蓋
易
足
、
名
籍
以
自
蔵
、
詩
蓋
本
此
震
設
」
と

見
え
る
。

(
6
)
I
は
、
熔
レ
同
柳
州
柳
、
柳
使

-EU渓
愚
一
と
返
り
点
が
施
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
判

然
と
せ
ぬ
。ル
ノ

ヲ

ナ

ス

(
7
)
磨
レ
同
下
柳
州
柳
、
柳
使
2

愚
l

渓
愚
上
と
訓
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。
最
低
「
慮
」
字
の

か
か
り
方
だ
け
は
判
る
。

(
8
)
D
は
、
鹿
レ
同
二
柳
州
柳
一
-
、
柳
使
レ
愚
1
渓
ヲ
愚
と
な
っ
て
お
り
、
意
味
上
は
、
「
膝
」

字
が
最
後
ま
で
か
か
っ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

{
9
)
J
-
K
と
も
に
「
感
に
同
じ
か
る
べ
し
柳
州
の
柳
に
、
柳
か
愚
渓
を
し
て
愚
な
ら
し

む
」
と
書
き
下
す
が
、

J
は
「
詩
意
」
と
し
て
、
「
古
人
に
讐
を
取
れ
ば
廃
に
柳
柳
州
の

人
と
篤
り
に
同
じ
き
か
と
、
渡
渓
の
廉
は
柳
か
愚
渓
の
愚
と
比
し
て
よ
い
、
」
と
記
載
し
、

K
は
「
先
生
は
、
唐
の
柳
州
の
刺
史
、
柳
宗
一
克
に
な
ら
ぶ
か
た
な
の
だ
ろ
う
。
ど
う
や

ら
、
愚
渓
を
愚
に
し
て
し
ま
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
」
と
口
語
訳
す
る
。

に
-u
巳
d
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(
叩
)
『
増
広
註
釈
音
弁
唐
柳
先
生
集
』
四
部
叢
刊
本
、
巻
二
四
。

(
日
)
こ
と
は
、
太
田
次
男
「
柳
宗
一
万
の
山
水
記
に
つ
い
て
」
(
慶
大
「
斯
道
文
庫
論
集
』
第

二
一
輯
|
一
九
六
四
)
に
詳
し
い
。

(
ロ
)
註
(
叩
)
の
巻
一
四
。

(
日
)
そ
の
寓
一
言
性
に
対
す
る
指
摘
は
、
清
水
茂
「
柳
宗
元
の
生
活
体
験
と
そ
の
山
水
記
」

(
京
大
『
中
国
文
学
報
』
第
二
冊
|
一
九
五
五

l
)
を
参
照
。

(
弘
)
詩
の
原
文
は

G
に
拠
る
。

(
日
)
『
周
張
全
書
』
・
『
周
濠
渓
集
』
所
収
。

(
日
)
『
周
張
全
書
』
所
収
。
な
お
「
道
国
元
公
漉
渓
周
夫
子
志
』
(
広
文
書
局
景
印
)
巻
一

に
は
、
同
文
を
「
漆
渓
先
生
本
伝
」
と
称
す
る
。

(
げ
)
今
井
字
三
郎
『
宋
代
易
学
の
研
究
』

p
m
l
p
m
、
楠
本
正
継
『
宋
明
時
代
儒
学
恩

想
の
研
究
』

P
M叩
i
m
、
武
内
義
雄
『
武
内
義
雄
全
集
』
第
九
巻
、

p
m叩
1
組
、
な
ど
。

(
問
)
前
注
所
掲
の
書
、

P
N切。

(
川
口
)
「
渓
名
」
を
、
「
行
実
」
は
「
漉
渓
之
名
」
と
す
る
。
な
お
、
一
二
、
文
字
の
入
替
が

見
ら
れ
る
。

(
初
)
『
予
章
黄
先
生
文
集
』
所
収
「
漉
渓
詩
序
」
。

(
幻
)
「
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
巻
八
一
。

(
辺
)
同
右
、
巻
七
六
。

(
お
)
『
周
濠
渓
集
』
巻
一

O
に
「
漆
渓
先
生
事
状
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
全
く

後
述
の
「
漉
渓
先
生
事
実
記
」
と
同
じ
で
あ
り
、
こ
の
「
事
状
」
は
「
行
責
」
の
誤
り

'刀

(
包
)
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
巻
九
八
。

(
お
)
『
道
国
元
公
漉
渓
周
夫
子
志
』
巻
七
に
は
、
「
呂
本
中
作
童
蒙
訓
日
」
の
八
字
を
先
に

加
え
て
、
こ
の
「
管
道
斉
詩
序
」
を
載
せ
る
。
な
お
「
腎
」
を
「
粛
」
に
作
る
。

(
お
)
例
、
え
ば
『
周
漉
渓
集
』
巻
九
に
、
滋
之
定
な
る
人
物
の
「
漉
渓
六
一
詠
」
が
載
せ
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
に
、
此
心
安
楽
莫
非
廉
、
娘
水
成
名
亦
偶
然
、
溢
浦
春
陵
随
地

在
、
不
慮
太
史
失
其
停
、
と
あ
り
、
黄
太
史
稽
先
生
以
其
所
楽
者
焼
水
成
名
目
漆
渓
、

市
先
儒
以
開
局
、
先
生
家
春
陵
之
漉
渓
、
其
居
九
江
亦
日
漆
渓
、
示
不
忘
也
。
然
太
史
奥

先
生
同
時
、
豊
田
県
不
知
漉
渓
者
。
問
学
者
嘗
味
其
言
。
と
割
註
す
る
。

4
1
 

2

ペ
t

本
稿
を
草
す
る
に
当
り
、
札
幌
の
小
松
重
明
先
生
、
な
ら
び
に
野
口
一
雄
氏

に
、
御
所
蔵
の
資
料
を
利
用
き
せ
て
頂
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

記

一
九
七
九
年
九
月

ハ
h
u

F
「
u
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